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新
旧
両
毘
婆
沙
論
の
一
相
違
点
桝
田
善
夫
す
で
に
私
は
、
今
回
と
共
通
の
テ
ー
マ
の
も
と
で
「新
旧
両
毘
婆
沙
論
に
於
け
る
一
・
二
の
相
違
点
に
つ
い
て
」
(
印
仏
研
究
第
三
十
巻
第
二
号
)
と
題
し
て
発
表
を
行
な
っ
た
。
そ
こ
に
紹
介
す
る
「
第
一
章
、
新
旧
両
毘
婆
沙
論
教
学
の
相
違
点
か
ら
見
ら
れ
る
両
論
の
関
係
に
つ
い
て
の
二
例
」
は
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
学
派
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
学
派
と
し
て
の
両
毘
婆
沙
論
の
立
場
の
相
違
を
表
わ
す
最
も
際
立
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
相
違
点
か
ら
1jIlI
え
る
こ
と
は
、
単
な
る
教
学
上
の
相
違
を
示
す
以
外
に
、
註
釈
書
時
代
に
入
り
両
毘
婆
沙
論
は
密
接
な
関
係
の
中
で
独
自
の
教
学
の
立
場
確
立
に
各
々
務
め
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。
両
論
は
、
お
互
い
の
意
見
や
考
え
を
十
分
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
に
聞
き
、
確
か
め
う
る
距
離
に
あ
っ
た
こ
と
。
又
、
そ
の
場
に
は
寛
容
な
る
精
神
が
満
ち
て
い
た
こ
と
も
読
み
と
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
状
況
を
念
頭
に
置
き
、
今
回
は
更
に
別
な
相
違
点
を
取
り
上
げ
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
有
部
、
ガ
ソ
ダ
ー
ラ
有
部
、
各
部
派
仏
教
間
に
窺
う
こ
と
の
で
き
う
る
微
妙
な
関
係
の
ニ
ュ
ア
ソ
ス
を
分
析
し
て
み
た
い
。
新
旧
両
毘
婆
沙
論
は
、
結
蘊
に
お
け
る
九
結
の
発
智
論
本
論
の
註
釈
中
に
、
文
中
の
「事
」
(
大
毘
婆
沙
論
)
、
「
処
所
」
(
旧
訳
毘
婆
沙
論
)
の
語
の
解
釈
に
説
き
及
ぶ
が
、
こ
の
事
(
v
a
stu
)
を
ま
ず
dm
体
事
(
sv
a
b
h
�
v
a
-v
a
stu
)
'
所
縁
事
(
�la
m
b
a
n
a
-v
a
stu
)
'
繋
事
(
sa
m
y
o
g
a
-v
a
stu
)
、
g
[事
(h
etu
-v
a
stu
)
、
摂
受
事
(
p
a
r
igq
rh
a
-v
a
stu
)
に
分
類
説
明
し
、
そ
の
中
の
繋
事
に
よ
り
理
解
す
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
他
の
五
事
を
紹
介
し
、
(
旧
訳
毘
婆
沙
論
は
「
復
有
説
老
」
と
し
て
紹
介
)
、
続
く
文
中
に
「
阿
毘
達
磨
諸
論
師
」
「
犢
子
部
」
「
譬
喩
者
」
の
所
繋
事
(
sa
m
y
o
g
a
-
v
a
s
tu
)
'
能
繋
結
(
sa
m
y
u
k
ta
-k
le
sa
)
、
補
特
伽
羅
(
窟
山
αq
a
la
)
に
対
す
る
実
有
・
非
実
有
説
の
異
説
の
紹
介
文
が
見
ら
れ
る
。
大
毘
婆
沙
論
〔本
論
〕
有
二
九
結
鱒
謂
愛
結
乃
至
慳
結
。
若
於
二此
事
一有
二
愛
結
繋
一亦
有
二
恚
結
繋
一耶
。
〔釈
文
〕
旧
訳
毘
婆
沙
論
〔本
論
〕
九
結
。
愛
結
恚
結
慢
結
無
明
結
見
結
取
結
疑
結
嫉
結
慳
結
。
若
処
所
有
愛
結
繋
、
復
有
恚
結
繋
耶
。
若
有
恚
結
繋
、
亦
有
愛
結
繋
耶
。
〔釈
文
〕
於
二
此
十
事
(
此
中
但
依
二
繋
事
一作
レ論
。
不
レ
依
二餘
九
司
へ
一阿
毘
達
磨
諸
論
師
三=口
、
所
繋
事
是
実
、
飼
繋
結
亦
実
。
補
特
伽
羅
是
仮
。
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
一犢
子
部
一説
、
所
繋
事
是
実
。
鯔
繋
結
飄
。
補
特
伽
陶維
亦
是
実
。
一譬
喩
者
一説
、
能
繋
結
是
実
。
所
繋
事
是
仮
。
補
特
伽
羅
亦
仮
。
こ
の
文
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
大
毘
婆
沙
論
の
「
所
繋
事
」
、
旧
訳
ヘ
へ
毘
婆
沙
論
の
「処
所
」
は
対
象
。
へ
「
能
繋
結
」
「結
」
は
法
。
「補
ヘ
へ
特
伽
羅
」
「衆
生
」
は
主
体
な
る
言
葉
で
置
き
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
図
示
す
る
と
F
ig
°
ド
の
様
に
な
る
。
だ
が
こ
の
場
合
、
注
意
し
て
見
る
と
大
毘
婆
沙
論
と
旧
訳
毘
婆
沙
論
と
の
問
に
い
く
つ
か
の
相
違
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
大
毘
婆
沙
論
が
、
阿
毘
達
磨
諸
論
師
、
犢
子
部
、
譬
喩
者
の
順
序
で
各
論
師
を
出
す
の
に
対
し
て
、
旧
訳
毘
婆
沙
論
は
、
犢
子
部
、
阿
毘
曇
者
、
譬
渝
者
の
順
序
に
な
り
、
阿
毘
曇
者
と
犢
子
部
の
間
の
順
序
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
又
、
旧
訳
毘
婆
沙
論
於
此
十
処
所
中
、
依
繋
処
所
而
作
論
。
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
一犢
子
部
一作
如
是
説
、
処
所
是
仮
名
法
、
無
有
定
ト体
。
結
非
仮
名
。
衆
生
非
仮
名
、
各
有
定
体
。
阿
毘
曇
者
一、
作
如
是
説
。
処
所
非
仮
名
。
繍
刻
仮
名
。
衆
生
是
仮
名
。
一譬
喩
者
一、
作
如
是
説
。
結
非
仮
名
有
定
体
。
姻
所
是
仮
名
、
衆
生
是
仮
名
而
(
宋
・
元
・
明
三
本
、
宮
内
省
本
は
「
無
」
)
有
定
体
。
へ
が
阿
毘
曇
者
と
す
る
の
に
対
し
て
、
大
毘
婆
沙
論
は
阿
毘
達
磨
諸
論
師
と
複
数
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
大
き
な
相
違
点
は
、
大
毘
婆
沙
論
は
犢
子
部
の
所
繋
の
事
を
実
有
と
す
る
の
に
対
し
て
(
・
線
の
個
所
)
、
旧
訳
毘
婆
沙
論
の
文
を
注
意
し
て
読
む
と
(
・
線
の
個
所
)
、
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
「
犢
子
部
作
如
是
説
、
処
所
是
仮
名
法
、
無
有
定
体
。」
と
し
て
、
ま
っ
た
く
実
有
説
を
認
め
な
い
逆
の
説
明
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
毘
婆
沙
論
自
身
M
の
理
解
す
る
犢
子
部
説
と
旧
訳
毘
婆
沙
論
の
理
解
す
る
犢
子
部
説
の
教
学
的
相
違
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
両
論
と
犢
子
部
と
の
間
の
距
離
の
相
違
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
次
に
続
い
て
両
論
書
は
、
右
記
の
譬
喩
者
の
…
線
で
示
し
た
所
繋
の
事
の
非
実
有
説
を
問
題
と
す
る
が
、
以
下
の
文
章
を
引
用
比
較
す
る
と
次
の
如
し
。
大
毘
婆
沙
論
へ
問
彼
何
故
説
二所
繋
事
是
仮
一耶
。
答
彼
説
有
染
与
二
無
染
一
境
不
二
決
定
一
故
知
二
境
非
7実
。
謂
如
卞有
二
一
端
正
女
人
一種
種
荘
厳
来
入
中
衆
会
⑳
有
二見
起
7
敬
。
有
二
見
起
写
貪
。
有
二
見
起
7瞋
。
有
二
見
起
ツ
嫉
。
有
二
見
起
ワ
厭
。
有
二見
起
7
悲
。
有
二見
生
ツ
捨
。
応
レ
知
此
中
子
見
起
レ
敬
。
諸
耽
欲
者
見
而
起
レ貪
。
諸
怨
憎
者
見
而
起
レ瞋
。
諸
同
夫
者
見
而
起
レ
嫉
。
諸
有
修
謌
習
不
浄
観
一者
見
而
起
レ厭
。
諸
離
欲
仙
見
起
二
悲
慾
(
作
二
如
レ
是
念
↓
此
妙
色
相
不
レ
久
当
レ為
二無
常
所
滅
司
諸
阿
羅
漢
見
而
生
レ捨
、
由
レ此
故
知
三
境
無
二実
体
司
彼
説
二非
理
輔
所
以
者
何
。
若
境
非
レ実
、
応
レ
不
三作
レ
縁
生
二
心
心
所
刈
若
爾
応
レ無
二
染
浄
品
法
喝
補
特
伽
羅
定
非
二
実
有
輔
仏
説
二無
我
無
我
所
一故
。
(
大
正
二
七
巻
二
八
八
a
～
c
)
旧
訳
毘
婆
沙
論
へ
問
日
、
彼
何
故
説
処
所
是
仮
名
法
無
有
定
体
。
答
日
、
彼
作
是
説
。
以
於
境
界
中
有
欲
無
欲
故
。
猶
如
有
一
端
厳
女
人
。
他
人
見
已
、
或
起
敬
心
。
或
起
欲
心
。
或
起
恚
心
。
或
起
嫉
心
。
或
起
厭
心
。
或
起
悲
心
。
或
起
捨
心
。
起
敬
心
者
、
如
子
見
母
。
起
欲
心
者
、
如
多
欲
者
見
可
愛
色
。
起
恚
心
者
、
如
怨
相
見
。
起
嫉
心
者
、
如
共
夫
者
見
之
。
起
厭
心
者
、
如
修
不
浄
観
者
。
起
悲
心
者
、
是
離
欲
人
、
彼
作
是
念
、
如
是
好
色
、
不
久
当
壊
。
起
捨
心
者
、
得
阿
羅
漢
者
、
以
於
境
界
起
如
是
等
有
欲
無
欲
心
故
。
智
処
所
是
仮
名
法
、
無
有
定
体
。
X
X
X
X
X
X
X
X
×
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
・・
・…
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
・・
…
　
(
大
正
二
八
巻
二
二
二
c
～
二
二
三
b
)
右
の
文
章
で
、
ま
ず
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
両
論
共
に
設
問
中
の
「
彼
」
の
語
は
文
章
の
流
れ
か
ら
考
え
て
、
当
然
、
先
に
上
げ
た
直
前
の
譬
喩
者
説
を
指
す
と
言
え
る
。
譬
喩
者
は
こ
こ
で
一
人
の
女
性
を
例
に
出
し
、
そ
の
女
性
が
、
子
供
、
耽
欲
者
、
怨
憎
者
、
同
夫
者
、
不
浄
観
の
修
習
者
、
離
欲
仙
、
阿
羅
漢
に
と
っ
て
色
々
な
女
性
に
な
り
う
る
と
す
る
が
、
そ
の
結
果
、
「有
染
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
と
無
染
と
の
境
は
決
定
せ
ざ
る
が
故
に
、
境
は
実
に
非
ず
。
…
…
境
に
実
の
体
無
し
と
知
る
。
」
と
主
張
す
る
。
こ
の
立
場
と
両
論
自
身
と
の
関
係
を
図
示
し
た
の
が
④
㊥
で
あ
る
。
だ
が
、
旧
訳
毘
婆
沙
論
で
は
、
犢
子
部
説
に
関
し
て
大
毘
婆
沙
論
と
大
き
く
相
違
し
た
理
解
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
そ
の
こ
と
か
ら
こ
の
「
彼
」
の
語
に
犢
子
部
も
入
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
は
㊥
と
図
示
で
き
る
。
ヘ
へ
こ
の
譬
喩
者
の
立
場
に
対
し
て
大
毘
婆
沙
論
は
、
「
彼
は
非
理
を
説
く
。
」
と
過
激
な
ま
で
に
譬
楡
者
を
非
難
し
て
い
る
が
、
旧
訳
毘
婆
沙
論
に
於
い
て
は
、
こ
れ
に
対
し
て
「
彼
」
の
語
に
続
い
て
譬
ヘ
ヘ
へ
喩
者
の
例
を
紹
介
す
る
の
み
に
と
ど
め
、
そ
の
態
度
は
穏
健
的
と
で
も
言
え
る
感
を
与
え
る
。
だ
が
こ
こ
に
譬
喩
者
説
を
引
用
す
る
こ
と
は
、
所
繋
の
存
在
を
認
め
る
側
に
立
っ
て
い
た
と
は
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
大
毘
婆
沙
論
は
、
問
題
の
主
題
で
あ
っ
た
所
繋
の
有
無
か
ら
逸
れ
て
、
補
特
伽
羅
の
非
実
有
説
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
論
旨
の
運
び
方
は
、
犢
子
部
に
対
す
る
積
極
的
な
反
論
を
意
味
す
る
よ
り
も
、
阿
毘
達
磨
諸
論
師
の
立
場
に
接
近
す
る
意
志
が
働
い
て
い
る
も
の
と
受
け
取
れ
る
。
こ
れ
を
◎
と
図
示
で
き
る
。
譬
喩
者
は
補
特
伽
羅
を
認
め
な
い
こ
と
か
ら
言
え
ぽ
、
阿
毘
達
磨
諸
論
師
説
を
あ
る
意
味
で
支
持
す
る
側
に
立
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
譬
喩
老
に
対
す
る
非
難
の
態
度
と
表
裏
の
関
係
を
な
す
も
の
と
推
測
で
き
う
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
旧
訳
毘
婆
沙
論
で
は
、
譬
喩
者
に
対
す
る
非
難
や
犢
子
部
の
補
特
伽
羅
説
に
対
す
る
非
難
の
文
章
が
ま
っ
た
く
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
、
「
阿
毘
曇
者
」
へ
の
積
極
的
な
同
ヘ
ヘ
へ
調
の
態
度
も
窺
え
な
い
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
譬
喩
者
、
犢
子
部
に
対
し
て
好
意
的
態
度
を
取
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
旧
訳
毘
婆
沙
論
の
補
特
伽
羅
説
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
補
特
伽
羅
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
「新
旧
両
毘
婆
沙
論
に
於
け
る
一
・
二
の
相
違
点
に
つ
い
て
」
で
指
摘
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
大
毘
婆
沙
論
の
理
解
す
る
犢
子
部
説
と
旧
訳
毘
婆
沙
論
自
身
の
立
場
が
同
一
視
或
い
は
混
乱
し
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
も
言
え
る
。
こ
の
こ
と
を
図
示
し
た
の
が
㊦
で
あ
る
。
こ
の
点
で
旧
訳
毘
婆
沙
論
自
身
は
、
犢
子
部
と
よ
り
距
離
的
に
近
い
関
係
に
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
、
先
の
両
論
に
お
け
る
阿
毘
曇
者
と
犢
子
部
の
順
序
の
相
違
が
示
し
て
い
る
。
だ
が
、
先
の
「
彼
」
の
語
中
に
譬
喩
者
以
外
に
犢
子
部
が
入
る
可
能
性
の
あ
っ
た
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
旧
訳
毘
婆
沙
論
自
身
が
犢
子
部
と
譬
喩
者
を
同
一
グ
ル
ー
プ
と
し
て
扱
っ
た
可
能
性
は
消
し
が
た
い
。
以
上
、
此
等
の
諸
点
か
ら
犢
子
部
を
含
め
た
旧
訳
毘
婆
沙
論
、
阿
毘
達
磨
諸
論
師
の
説
の
正
統
性
を
め
ざ
す
大
毘
婆
沙
論
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
学
派
と
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
学
派
を
代
表
す
る
論
書
と
し
て
対
立
、
協
調
の
間
に
各
々
阿
毘
達
磨
教
学
の
確
立
に
務
め
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
旧
訳
毘
婆
沙
論
が
犢
子
部
と
同
一
に
扱
う
譬
喩
者
が
阿
毘
達
磨
諸
論
師
へ
接
近
支
持
し
独
自
の
阿
毘
達
磨
学
の
確
立
を
目
差
し
た
為
に
、
大
毘
婆
沙
論
に
と
り
大
き
な
混
乱
と
攻
撃
の
的
に
晒
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
4
た
こ
と
が
推
測
で
き
う
る
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
先
に
引
用
し
た
譬
喩
者
の
例
は
、
内
容
的
に
北
伝
仏
教
に
於
け
る
上
座
部
、
大
衆
部
の
根
本
分
裂
を
引
き
起
こ
し
た
と
伝
説
さ
れ
る
大
天
の
説
話
に
類
似
す
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
周
知
の
如
く
、
大
毘
婆
沙
論
第
九
十
九
巻
引
用
の
因
縁
は
、
マ
ト
ゥ
ー
ラ
国
の
商
主
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
大
天
が
、
父
の
留
守
に
母
と
交
わ
り
、
母
と
共
に
父
を
殺
し
、
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
に
逃
れ
た
後
、
故
郷
の
比
丘
に
逢
い
、
露
顕
を
恐
れ
こ
の
比
丘
も
殺
し
、
さ
ら
に
母
が
他
の
者
と
交
わ
っ
た
の
を
見
て
、
こ
の
母
も
殺
し
た
。
こ
の
結
果
、
仏
教
に
帰
依
、
阿
羅
漢
と
し
て
〃
大
天
の
五
事
"
を
説
い
た
の
で
、
当
時
の
仏
教
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
上
座
部
、
大
衆
部
の
根
本
分
裂
の
原
因
と
な
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
大
天
の
母
が
、
大
天
に
と
り
色
々
の
女
性
に
な
り
う
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
譬
喩
者
の
例
話
と
共
通
の
要
素
が
指
摘
で
き
る
。
又
、
大
天
が
主
張
す
る
五
事
の
「餘
所
誘
無
知
猶
豫
他
令
入
道
因
声
故
起
是
名
真
仏
教
」
の
内
、
煩
悩
の
漏
失
は
無
い
が
阿
羅
漢
も
夢
で
天
魔
に
蟯
せ
ら
れ
て
、
不
浄
の
漏
失
を
許
す
第
一
事
の
「余
に
誘
わ
る
」
は
、
思
想
的
に
旧
訳
毘
婆
沙
論
の
理
解
す
る
犢
子
部
説
、
譬
喩
者
の
説
く
「
境
の
実
体
無
し
」
に
極
め
て
類
似
し
た
考
え
方
と
言
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
の
様
に
大
天
の
問
題
と
今
回
検
討
し
た
新
旧
両
毘
婆
沙
論
の
相
違
と
の
問
に
関
係
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ぽ
、
初
期
仏
教
解
明
の
さ
ら
に
大
き
な
問
題
へ
と
展
開
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
」
の
書
誌
学
的
考
察
村
上
真
瑞
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
に
つ
い
て
、
現
在
様
々
な
書
誌
学
的
研
究
成
果
が
、
出
さ
れ
て
い
る
が
、
版
本
写
本
に
つ
い
て
、
注
釈
書
も
含
め
て
、
現
在
知
り
得
る
も
の
に
つ
い
て
、
実
際
現
物
を
確
か
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
を
実
証
し
て
み
た
い
。
そ
こ
で
『釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
一
四
巻
に
つ
い
て
、
最
も
新
し
い
研
究
成
果
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
『
日
本
仏
教
典
籍
大
事
典
』
(
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
刊
)
に
よ
っ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
〔
し
ゃ
く
じ
ょ
う
ど
ぐ
ん
ぎ
う
ん
た
ん
よ
う
き
〕
一
四
巻
。
1
(
中
略
)
i
版
本
に
寛
永
十
一
(
一
六
三
四
)
年
版
お
よ
び
同
二
一
年
版
が
あ
る
。
『
浄
全
』
6
所
収
(
初
版
明
治
四
二
年
刊
)
の
も
の
は
後
者
の
本
と
手
沢
の
善
本
を
校
合
し
、
再
版
本
で
は
さ
ら
に
大
鹿
愍
成
師
の
手
沢
本
と
再
度
校
勘
さ
れ
て
い
る
。
[
末
注
]
『
探
要
記
考
』
一
四
巻
(
正
大
・
谷
大
)
[
所
載
]
浄
全
6
。
[
参
考
]
浄
全
21
(解
題
)
、
浄
土
宗
典
籍
研
究
。
O
[
金
子
寛
哉
]
と
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
現
在
に
お
け
る
最
新
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
の
研
究
情
報
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
こ
こ
に
お
い
て
、
版
本
は
寛
永
十
一
年
と
、
二
十
一
年
と
の
二
本
、
ま
た
、
末
書
に
つ
い
て
は
、
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
考
』
一
四
巻
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
次
に
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
(
昭
和
十
年
刊
)
に
よ
る
と
、
寛
永
二
刊
(
谷
大
、
宗
大
・
一
二
九
)
寛
永
二
一
刊
(
正
大
二
五
三
一
.
二
七
三
ー
二
七
②
四
)
(龍
大
、
二
〇
三
・
二
七
)
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
『
国
書
総
目
録
』
(
昭
和
五
十
二
年
刊
)
に
よ
る
と
、
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
十
四
巻
現
存
、
撰
者
道
忠
(
ー
弘
安
四
、
A
D
一
二
八
一
)
写
本
、
大
正
、
版
本
、
大
谷
、
京
大
、
早
大
、
大
正
、
東
洋
大
哲
学
堂
、
龍
大
、
逢
左
、
無
窮
③
平
沼
、
活
字
本
、
浄
土
宗
全
書
六
巻
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
目
録
に
よ
る
と
、
写
本
が
大
正
大
学
に
あ
り
、
版
本
に
は
、
寛
永
十
一
年
刊
と
、
寛
永
二
十
一
年
刊
と
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
れ
以
外
の
版
本
と
し
て
、
『
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
和
漢
書
中
浄
土
宗
学
関
係
書
籍
目
録
稿
』
の
中
に
は
、
④
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
十
四
巻
道
忠
宝
暦
十
三
吉
野
屋
権
兵
衛
刊
天
一
四
八
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
宝
暦
十
三
年
版
の
存
在
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
版
本
は
、
全
部
で
三
種
類
あ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
の
末
書
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
よ
る
と
0
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
考
十
四
巻
存
写
本
(
谷
大
、
宗
大
・
二
六
一
〇
)
と
記
さ
れ
、
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、
⑥
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
号
十
四
巻
現
存
写
本
大
谷
と
記
さ
れ
、
大
谷
大
学
に
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
考
』
と
い
う
名
称
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
の
末
書
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
前
述
の
『
日
本
仏
教
典
籍
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
考
』
は
、
大
正
大
学
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
写
本
版
本
す
べ
て
実
物
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
実
在
の
確
認
を
し
て
み
た
い
。
ま
ず
大
正
大
学
図
書
館
に
お
い
て
、
写
本
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
閲
覧
力
ー
ド
に
は
、
確
か
に
「
写
本
群
疑
論
探
要
記
一
五
111
1
-
二
七
五
」
と
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
